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論文内容の要旨

〔研究目的〕

従来の校合の概念は，静的なものとして捉えられ，メカニカルにあるいは形態的に修復，補綴する事

を目的として考えられているもので ヒトの歯列に与える補綴学的理想校合としては，カスピッド・プ

ロテクティッド・オクルージョン(以下c. P. O. と略す)と クやループ・ファンクションド・オクルー

ジョン(以下G. F. O. と略す)の 2 つが存在するとされてきた。しかし，校合，顎関節，阻日爵筋から

成る機能的唆合系の 1 要素として唆合を考える場合，機能時の唆合関係にこそ注目すべきである。つま

り，顎口腔系が機能を営んでいる時の上下顎の歯の関係こそが，生理的な校合を考える上で重要であるo

一方，岨鴫運動は，顎口腔系諸器官とその感覚受容器および上位中枢との協調動作により営まれるも

ので，機能的校合系を構成する 3 要素である唆合，顎関節，阻鴫筋と密接に関連を有するものである。

そこで，本研究は，下顎運動の中でも最も重要な，機能的な生理運動である岨鴫運動に注目し，補綴

学的理想吹合とされている 2 つの唆合様式が，岨鴫運動においてどのような機能的意義を有するのかを，

明らかにしようとしたものであるo

〔研究方法〕

1 .岨鴫運動と校合様式の分類

1 )岨鴫パターンの分類:被験者80名のガム岨鴫を，岐断運動様の岨鴫パターン，チョッピングタイプ

(以下C タイプと略す)と 臼磨運動様の阻鴫パターン，グラインディングタイプ(以下G タイプと

略す)に分類した。

2) 校合様式の分類:阻噂パターン C タイフ。15名， G タイプ10名の校合様式を， c. P. O. と G. F.O. 
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に分類したo

ll. 岨噂パターン C タイプ， G タイプの唆合分析

1 )臼歯部離開度の計測 :C タイプ15名， G タイプ10名の切歯部で約 2 mm側方運動した左右側方位と，

校頭販合位との， 3 つの顎位における上下顎臼歯部の離関度を計測，比較検討した。

2 )側方限界運動切歯路前頭面展開角(以下側方運動展開角と略す)の計測 :C タイプ12名， G タイプ

10名の側方運動展開角を計測，比較検討したo

ill. 岨鴫パターン C タイプ， G タイプの機能分析

1) C タイプ， G タイプの岨鴫運動分析 :C タイプ12名， G タイプ10名のガム岨鳴を，岨鴫リズム，岨

暢速度，岨鴫経路に関する 66の分析項目について検討した。

2) C タイプ， Gタイプの岨暢能率の検討:両タイプそれぞれ 6 名の岨鴫能率を， Manly らの方法によっ

て計測，比較検討した。

3) C タイプ， G タイプの各種食品に対する対応:両タイプそれぞれ 6 名のスルメ，リンゴ，マシュマ

ロ阻鴫運動を，比較検討した。

町.岨鴫パターンと唆合様式の関係

1) C タイプ， G タイプの唆合様式の変化に対する対応:両タイプそれぞれ 3 名の側方位の臼歯部の離

関度を変化させ，岨鴫パターンの変化を検討した。

2) 側方運動展開角による影響:右側上顎犬歯欠損患者の側方運動展開角を変化させ，岨鴫パターンの

変化を検討した。

3) 校合様式の岨鴫運動に及ぼす因子:被験者61名の，ガム岨鴫の関口量約 1 mmにおける開口路の側方

変位量と，側方運動展開角との相関を検討した。

〔結果〕

1.岨暢運動と校合様式の関係

阻鴫パターン C タイプが15名 G タイプが10名存在し C タイプの者の唆合様式の83%が c. P. o. 
であり， G タイフ。の者の75%がG. F. O. であった。

ll. 岨鴫パターン C タイプ， G タイプの校合分析

C タイフ。の者の校合状態は，唆頭販合位ではG タイプに比べてより臼歯部が緊密に飯合していたが，

側方運動路の傾斜が急であり，側方位ではG タイプより臼歯部の離開度が大きかった。逆に， G タイプ

の者の岐合様式は，攻頭巌合位では臼歯部がC タイプほど緊密に最合してないが，側方運動路の傾斜が

緩く，側方位ではC タイプより臼歯部の離開度が小さかった。

ill. 阻H爵パターン C タイプ， G タイプの機能分析

C タイプの者は，攻頭蔽合位へ直接に閉口し，比較的速いリズムと速度で岨鴫しており， G タイプの

の者は，側方より閉口し，比較的遅いリズムと速度で岨鴫していた。また， G タイプの者の方が岨鴫能

率では，やや高い値を示したが，有意差は認められなかった。さらに， C タイプの者は，食品の種類に

かかわらずC タイプの岨鴫パターンを示したが， G タイフ。の者は，食品の種類によっては， C タイプの

哩鴫パターンを示した。
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IV. 阻鴫パターンと唆合様式の関係

G タイプの者の校合様式をG. F. O. から c. P. O. へと変化させると，岨鴫パターンがC タイプへ

と変化した。しかし， c タイプの者の校合様式を，側方運動展開角を変えずに， c. P. O. から G. F. 

o. へと変化させても，明確な阻鴫パターンのG タイプへの変化はみられなかった。しかしながら， c

タイプの者も，側方運動路の傾斜を緩くし，側方運動展開角を増加させると， G タイプへと阻鴫パター

ンが変化した。また喧鴫運動の関口路の側方変位量と側方運動展開角との聞に有意の相関が認めら

れた。

〔結論〕

本研究の結果，攻合様式と岨暢運動との聞に密接な関連があること，および，それぞれの校合様式に

適した合理的な喧鴫運動が存在ること さらにその岨暢運動にそれぞれ特徴的に機能的な差が存在す

ることが明らかとなった。以上より 阻鴫運動における校合様式の機能的意義が明らかとなり，顎口腔

機能の評価，機能的岐合系の診断，および校合の再構成に際して，岨鴫運動が臨床的に応用できる可能

性が示唆された。

論文審査の結果の要旨

本研究は，下顎運動の中でも最も重要で、かっ機能的な生理運動で、ある岨鴫運動に注目し，補綴学的理

想唆合とされているカスピッド・プロテクティッド・オクルージョンとグループ・ファンクションド・

オクルージョンの 2 つの唆合様式が哩鴫運動においてどのような機能的意義を有するのかを，明らか

にしようとしたものである。

その結果，校合様式と岨鴫運動との聞に密接な関連があること，および，それぞれの校合様式に適し

た合理的な岨鴫運動が存在すること，さらに，その阻鴫運動にそれぞれ特徴的に機能的な差が存在する

ことが明らかとなった。

以上より，阻鴫運動における校合様式の機能的意義が明らかとなり，顎口腔機能の評価，機能的校合

系の診断，および校合の再構成に際して，哩鴫運動が臨床的に応用できる可能性が示唆された。

西尾公一君の論文は，唆合様式を喧鴫運動という機能的な側面から捉えており，その機能的意義に関

して有益な示唆を与えるものである。よって本研究者は歯学博士の学位授与に十分値するものと認めるo
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